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沼e詔安議員

新年度予算

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

発
展
計
画
事
業
を
着
実
に
推
進

介護保険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保
険
料
を
軽
減

国
、
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

質
問

平
成
十
八
年
度
は
、

第
八
次
町
総
合
発
展
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
。
こ
れ
を

最
重
要
課
題
と
し
て
予
算
編
成

に
取
り
組
む
も
の
と
考
え
る
。

三
位
一
体
改
革
の
も
と
、
交

付
税
、
補
助
金
な
ど
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
、
四
苦
八
苦
の
予
算

編
成
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

各
自
治
体
と
も
大
変
な
時
代
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
町
民
は
、
行

政
に
対
し
て
大
き
な
期
待
を

持
っ
て
い
る
。
町
民
の
要
望
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
民
福

祉
の
更
な
る
向
上
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長
の
決
意
を
示
さ
れ
た
い
。

沼
崎
町
長

国
の
財
政
構
造

改
革
に
よ
る
「
三
位
一
体
の
改

革
」
で
、
新
年
度
の
予
算
編
成

は
厳
し
い
も
の
に
な
る
。

平
成
十
八
年
度
は
第
八
次
町

総
合
発
展
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の

年
で
あ
り
、
町
民
が
寄
せ
る
期

待
も
非
常
に
大
き
い
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
と

し
て
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
、
発
展
計
画
の
施
策
事

業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
第
八
次
町
総
合
発

展
計
画
に
お
け
る
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の

前
期
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
着

実
に
実
施
す
る
決
意
で
あ
る
。

質
問

介
護
保
険
料
の
改
定

は
四
月
か
ら
で
あ
る
。
現
行
制

度
で
の
軽
減
は
低
所
得
者
に
し

か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
介
護

保
険
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
た
人
の
保
険
料
を
軽
減

す
る
考
え
は
な
い
か
。

家
に
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

が
積
極
的
に
外
出
し
、
社
会
貢

献
活
動
な
ど
で
体
を
動
か
し
た

り
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
は
、

要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
、
介
護
給
付
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
と
期
待
す
る
。

沼
崎
町
長

現
在
、
厚
生
労

働
省
で
は
、
介
護
保
険
施
設
な

ど
で
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
人
の
保
険
料
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
控
除
」
制
度
の
創
設

に
向
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
町
の

条
例
で
定
め
れ
ば
保
険
料
を
控

除
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
控
除
し
た
保
険
料
に
対
し

て
は
、
国
か
ら
の
助
成
も
な
く
、

保
険
料
あ
る
い
は
介
護
給
付
費

準
備
基
金
な
ど
か
ら
の
充
当
を

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

現
時
点
で
厚
生
労
働
省
か
ら

具
体
的
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
国
及
び
他
市
町
村
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

高齢者の健康保持のため、軽度のスポーツで
体を動かすことは大事なことです
（町老人クラブペタンク大会の様子）

平成18年度予算編成説明会の様子

一般質問

町の考えを聞く


